
　平成２８年第２回定例会は、６月９日から７月１日までの２３日間開催されました。
　今議会では、各種専決処分事件や補正予算、条例の改正などの議案審議及び�
９人の議員による一般質問が行われました。

平成２７年度 雲仙市一般会計繰越明許費繰越計算書

１０億７千６百万円余の事業費を２８年度へ繰越

平成28年 第 2 回  定 例 会 の 概 要

平成２７年度 雲仙市一般会計繰越明許費繰越計算書� （単位：千円）

款 項 事　　業　　名 最終予算額 翌年度
繰越額

1 議 会 費 1 議 会 費 会 議 録 作 成 事 業 2,290 600
2 総 務 費 1 総 務 管 理 費 財 産 管 理 事 務 費 21,939 5,991

自治体情報セキュリティ強化対策事業 88,689 88,689
3 民 生 費 2 児 童 福 祉 費 児 童 福 祉 総 務 事 務 費 12,247 962
4 衛 生 費 1 保 健 衛 生 費 雲 仙 エ コ プ ロ ジ ェ ク ト 18,000 18,000
6 農 林 水 産 業 費 1 農 業 費 県 営 事 業 地 元 負 担 金 191,631 128,717
7 商 工 費 1 商 工 費 地域総合整備資金貸付事業 511,000 511,000

海 外 宣 伝 誘 致 事 業 17,889 10,650
国 内 誘 致 事 業 12,054 8,750

8 土 木 費 2 道路橋りょう費 国県道整備事業地元負担金 13,163 3,859
吾 妻　 高 辻 線 改 良 事 業 32,613 30,129
吾 妻　 寺 ノ 前 線 改 良 事 業 6,911 3,609
千々石　飯岳白新田線改良事業 18,975 16,665
小 浜　 日 見 線 改 良 事 業 5,000 1,144
市 道 単 独 改 良 事 業 28,000 194

4 港 湾 費 県営港湾施設整備事業負担金 13,439 5,091
6 住 宅 費 大規模建築物耐震化事業 52,525 31,985

10 教 育 費 5 社 会 教 育 費 公 民 館 施 設 整 備 事 業 35,893 21,576
11 災 害 復 旧 費 1 農林水産業施設災害復旧費 現 年 農地等災害復旧事業 45,129 9,290

2 公共土木施設災害復旧費 道路河川災害復旧単独事業 60,265 3,034
道路河川災害復旧補助事業 203,752 176,074

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 1,391,404 1,076,009

※繰越明許費とは？
　国または地方公共団体の歳出予算のうち、その性質上または予算成立後の事由により、対象となる事務または事業が年度内に完
了せず、それに伴う支出が年度内に終わらない見込みのあるもので、あらかじめ議会の議決を経て翌年度に繰越し使用できるもの
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平成２８年度 雲仙市一般会計補正予算

平成28年 第 2 回  定 例 会 の 概 要

1　庁舎整備事業
　　　内容　　改修工事を追加計上

（単位：千円）

補正前予算額 今回補正額 補正後予算額
583,464 11,699 595,163

補正予算額　　11,699千円

2　産地パワーアップ事業〔新規〕及び畜産クラスター構築事業
　　　◯産地パワーアップ事業内容
　　　　・馬鈴薯選果施設　１棟、　　馬鈴薯選果機　１式
　　　◯畜産クラスター構築事業内容
　　　　・肥育牛舎　１棟、　　繁殖牛舎　１棟、　　液卵加工施設　１棟　　ほか

（単位：千円）

補正前予算額 今回補正額 補正後予算額
52,625 1,125,311 1,177,936

補正予算額　　1,1２5,311千円

3　熊本地震緊急経営安定化対策事業〔新規〕
　　　内容　　�長崎県の中小企業向け融資制度のうち、5月23日から3月31日までに�

　　借り入れた「緊急資金繰り支援資金」による資金の融資利息及び�
　　保証料の一部を助成

補正予算額　　７,７00千円
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平成２８年度 雲仙市一般会計補正予算（第２号）案の修正案

総務常任委員会より提出された修正案【可決】

修 正 案 歳出の総務管理費中、人事管理事務費の３０７万８千円を全額減額し、それ
に応じて、歳入も前年度繰越金から３０７万８千円を減額

修正理由 人事管理事務費と災害対策事務費において、同一内容の予算が二重に計
上されているため

※委員会審査の状況については、７ページをご覧ください。

議員辞職勧告決議（案）は賛成多数で可決
　町田康則議員に対する「議員辞職勧告決議（案）」が雲仙市議会会議規則第１４条第１項
の規定により、酒井恭二議員より提出され、採決の結果、可決された。

【辞職勧告決議案とは】
　長、議長、副議長、議員などの辞職を勧めることを内容とする、議会としての意思を表明する決議のこと。
　原則として法的効果はなく、辞職勧告決議がされても、勧告に従って辞職する法的義務を負うことはない。

町田康則議員に対する議員辞職勧告決議（案）要旨
　町田康則議員は、平成２６年１１月１１日に自動車運転中に死亡事故を起こし、
そのことによって、自動車運転死傷行為処罰法違反（過失運転致死）に問われ、
長崎地裁島原支部に起訴された。
　平成２８年６月８日に長崎地裁島原支部において、町田康則被告に対し、判決
公判があり、禁錮１年４ヵ月、執行猶予３年の有罪判決を言い渡されました。
　裁判官は、町田被告が前方注視義務を怠り、過失は大きいと指摘。また、事
故後の対応を含め不適切だったと認めた。一方、反省していることなどを執行
猶予を付した理由に挙げた。
　町田康則議員は、判決後の取材に、ご遺族の気持ちに寄り添い償っていくと
話をされたが、議員辞職は否定されている。
　しかしながら、議会議員として自動車運転死傷行為処罰法違反（過失運転致死）
により、有罪の判決がされたことは、市民の模範となり、交通法規の遵守に努
めなければならない議員の道義的責任は極めて大きなものがあると思われる。
　よって、雲仙市議会議員としての矜持（きょうじ）に鑑み、町田康則議員に
対し、議員辞職を勧告する。
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町田康則議員に対する議員辞
職勧告決議案について 可決 １４:３○○○●○○○○○●○－○○●○○○－－

平成２８年度雲仙市一般会計
補正予算（第２号）案について

【総務常任委員会提出の修正案】
可決 ２０:０○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

動産の買入れについて 可決 １８:２ ○ ○○○○○○●○○●○○○○○○○○○

○賛成　　●反対　　－棄権

討 論
◆雲仙市平成２８年度一般会計補正予算（第２号）案

修正案に賛成
　平成２８年度雲仙市一般会計補正予算（第２号）案は、消防費に職員の防災服購入予算の
計上があるが、誤って総務費の中にも重複計上されており、希に見る前代未聞の誤った議案
である。
　執行部に差し戻したいところだが、補正予算には、農業費やコミュニティ助成事業など市
民の仕事・生活に密接したものがあり、本議会にて可決することが市民の負託に応えること
だと認識する。
　誤った議案を採決すべきでないと考えるので、誤りが減額された修正案に賛成する。
� 【坂本  弘樹 議員】

修正案を可決

反　対　討　論
　学校パソコン機器購入に伴う入札過程で、次の３点の疑問点があり反対する。
　１点目は、３年目の入札であるが、業者選定の辞退率が３回とも極めて高い。また、応札
業者は２～３業者であり、競争原理が働いていない。２点目は、設計金額算定に３回とも特
定の業者に見積りを依頼しており、さらに見積り業者を入札に指名している。３点目は、見
積りを出した業者のみが応札しており、３回とも同一業者が落札している。特に本年度の落
札率はきわめて高い結果となっており、指名競争入札に疑念がある。� 【浦川  康二 議員】

◆動産の買入れ 可　決
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議案番号 事　　　　　　件　　　　　　名 議決結果

議案第２６号 平成２８年度雲仙市一般会計補正予算（第１号）案について 原案可決

議案第２７号 固定資産評価員の選任について 原案可決

発議第 ２ 号 町田康則議員に対する議員辞職勧告決議案について 原案可決

発議第 ３ 号 千々石農産物直売所に関する調査特別委員会の設置について 原案可決

議案第２８号 専決処分した事件の承認について（平成２７年度雲仙市一般会計補正予算（第６
号）） 承　認

議案第２9号 専決処分した事件の承認について（平成２７年度雲仙市国民健康保険特別会計補
正予算（第２号）） 承　認

議案第３０号 専決処分した事件の承認について（平成２７年度雲仙市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第２号）） 承　認

議案第３１号 専決処分した事件の承認について（平成２７年度雲仙市簡易水道事業特別会計補
正予算（第４号）） 承　認

議案第３２号 専決処分した事件の承認について（平成２７年度雲仙市下水道事業特別会計補正
予算（第４号）） 承　認

議案第３３号 専決処分した事件の承認について（平成２７年度雲仙市国民宿舎事業特別会計補
正予算（第４号）） 承　認

議案第３４号 専決処分した事件の承認について（平成２７年度雲仙市温泉浴場事業特別会計補
正予算（第２号）） 承　認

議案第３5号 雲仙市税条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案第３６号 雲仙市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第３７号 雲仙市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例について 原案可決

議案第３８号 雲仙市公共下水道条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第３9号 平成２８年度雲仙市一般会計補正予算（第２号）案について 修正可決

議案第４０号 平成２８年度雲仙市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）案について 原案可決

議案第４１号 平成２８年度雲仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）案について 原案可決

議案第４２号 平成２８年度雲仙市下水道事業特別会計補正予算（第１号）案について 原案可決

議案第４３号 平成２８年度雲仙市国民宿舎事業特別会計補正予算（第１号）案について 原案可決

議案第４４号 平成２８年度雲仙市水道事業会計補正予算（第１号）案について 原案可決

議案第４5号 動産の買入れについて 原案可決

議案第４６号 動産の買入れについて 原案可決

議案第４７号 市道路線の廃止について 原案可決

議案第４８号 市道路線の認定について 原案可決

発議第 ４ 号 議会活性化特別委員会の設置について 原案可決

平成２８年第２回雲仙市議会定例会　議決結果
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常任委員会報告

質
疑　
市
税
の
滞
納
整
理
が
進
ん
で

い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
取
り
組
み
及

び
滞
納
処
分
の
た
め
の
捜
索
は
ど
れ

く
ら
い
行
っ
た
の
か
、
定
期
的
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
平
成
２７
年
度
か
ら
捜
索
を
開

始
し
、
１5
件
執
行
し
た
。
そ
の
他
、

差
し
押
さ
え
の
強
化
も
行
っ
た
。
捜

索
は
、
今
後
も
定
期
的
に
行
っ
て
い

き
た
い
。

質
疑　
発
電
設
備
ご
と
に
課
税
標
準

が
異
な
る
理
由
は
。

答
弁　
現
在
、
県
を
通
じ
て
国
に
確

認
を
し
て
い
る
が
、
風
力
発
電
と
太

陽
光
発
電
に
比
べ
て
、
地
熱
発
電
・

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
・
水
力
発
電
が
優

遇
さ
れ
る
の
は
、
普
及
が
少
な
く
、

コ
ス
ト
が
高
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　
冒
頭
、
執
行
部
よ
り
同
じ
内
容
の

予
算
を
二
重
に
計
上
し
た
こ
と
へ
の

お
詫
び
と
、
誤
っ
て
二
重
計
上
し
た

予
算
の
執
行
停
止
及
び
次
回
補
正
予

算
に
お
い
て
減
額
補
正
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

質
疑　
予
算
作
成
時
の
チ
ェ
ッ
ク
体

制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
今
回
は
、
減
額
ミ
ス
と
確
認

ミ
ス
が
重
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今

後
は
、
担
当
部
局
で
の
確
認
を
徹
底

し
、
チ
ェ
ッ
ク
を
十
分
に
行
っ
て
い

く
。

質
疑　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の

採
択
は
ど
の
よ
う
に
決
め
る
の
か
。

誰
が
決
め
る
の
か
。
申
請
書
は
市
で

選
別
し
て
県
へ
申
請
し
て
い
る
の

か
。

答
弁　
県
や
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

内
容
を
見
て
採
択
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
申
請
が
あ
っ
た
分
は
、
す

べ
て
県
へ
進
達
し
て
い
る
。

質
疑　
総
合
的
に
見
る
と
、
国
見
総

合
支
所
と
国
見
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
の
合
築
が
ベ
タ
ー
な
の
で
は
な

い
か
。

答
弁　
平
成
２5
年
度
当
時
は
そ
う
で

あ
っ
た
が
、
住
民
の
利
用
と
支
所
と

し
て
の
使
用
が
相
容
れ
な
い
も
の
が

あ
り
、
国
見
総
合
支
所
単
独
で
建
設

を
す
る
方
針
へ
変
更
し
た
。

質
疑　
今
回
の
熊
本
地
震
に
よ
り
、

災
害
発
生
時
の
避
難
所
で
あ
り
市
民

に
と
っ
て
中
央
公
民
館
的
な
施
設
で

も
あ
る
国
見
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
。
公

共
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
災
害
対

策
を
踏
ま
え
て
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
弁　
今
後
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
検
討
委
員
会
で
検
討
す
べ

き
課
題
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
い
る
。

質
疑　
庁
舎
整
備
に
対
す
る
市
の
基

本
方
針
は
。

答
弁　
既
存
庁
舎
を
最
大
限
に
活
用

す
る
の
が
基
本
理
念
で
あ
る
。
こ
れ

は
変
わ
ら
な
い
。
活
用
で
き
る
施
設

は
活
用
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し

て
臨
ん
で
い
く
。

意
見　
市
の
基
本
方
針
を
１
０
０
％

貫
く
こ
と
は
有
り
得
な
い
こ
と
は
理

解
し
て
い
る
が
、
通
常
の
場
合
は
、

市
の
基
本
方
針
を
貫
い
て
欲
し
い
。

修
正
案
提
出　
人
事
管
理
事
務
費
、

災
害
対
策
事
務
費
に
お
い
て
、
同
一

内
容
の
予
算
が
二
重
に
計
上
さ
れ
て

い
る
こ
と
の
理
由
か
ら
、
減
額
す
る

修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
。

　
主
な
内
容
は
、
歳
出
の
２
款
１
項

１
目
に
計
上
さ
れ
て
い
る
総
務
管
理

費
中
、
人
事
管
理
事
務
費
の
３
０
７

万
８
千
円
を
全
額
減
額
し
、
そ
れ
に

応
じ
て
、
歳
入
も
１9
款
１
項
１
目
の

前
年
度
繰
越
金
か
ら
３
０
７
万
８
千

円
を
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

修
正
案
賛
成
討
論　
執
行
部
の
説
明

で
は
、
執
行
停
止
を
確
約
し
、
第
３

回
補
正
に
て
減
額
と
い
う
説
明
で

あ
っ
た
が
、
議
案
が
誤
り
と
分
か
っ

て
い
る
以
上
修
正
し
て
正
式
に
賛
成

す
る
の
が
筋
と
考
え
る
。

原
案
反
対
討
論　
国
見
総
合
支
所
建

設
に
か
か
る
補
正
は
、
当
初
予
算
の

約
１・
５
倍
の
２
億
１
４
７
８
万
４

千
円
に
膨
れ
上
が
る
補
正
額
、
こ
れ

は
計
画
、
見
積
も
り
の
甘
さ
以
外
何

も
の
で
も
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ

ば
、
意
図
的
に
当
初
予
算
を
抑
え
、

当
初
予
算
が
通
れ
ば
増
額
補
正
も
簡

単
に
認
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

採
決　
賛
成
多
数
に
よ
り
修
正
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

た
。
な
お
、
修
正
可
決
し
た
部
分
を

除
い
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多

数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
（
平

成
2７
年
度
雲
仙
市
一般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
））

雲
仙
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

平
成
2８
年
度
雲
仙
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
案

付　　託　　案　　件 審議結果

専決処分した事件の承認（平成27年度雲仙市一般会計補正予算（第
６号）） 承　認

雲仙市税条例等の一部を改正する条例　 原案可決

平成28年度　雲仙市一般会計補正予算（第２号）案　 修正可決

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

承
認
１
件
、原
案
可
決
１

件
、修
正
可
決
１
件
と
決

定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
等
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
　
　
務

7 雲仙市議会だより●第48号（平成28年8月）
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文
教
厚
生

　
雲
仙
市
内
の
「
木
指
小
学
校
」
と

「
千
々
石
第
二
小
学
校
」
の
現
地
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
２
校
は
、
本
市
の
小
学
校
の

中
で
も
児
童
数
が
１３
名
と
１5
名
と
最

も
少
な
く
、
完
全
複
式
学
級
編
制
の

小
学
校
で
あ
り
、
学
校
の
状
況
を
各

校
長
か
ら
説
明
を
受
け
、
実
際
に
複

式
授
業
の
状
況
等
を
視
察
致
し
ま
し

た
。

　
両
校
と
も
、
隣
接
小
学
校
と
合
同

学
習
や
修
学
旅
行
等
を
実
施
し
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
活
動
に
差
が
生
じ

な
い
よ
う
、
努
力
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。

　
本
事
業
は
、
平
成
２６
年
度
か
ら
5

年
間
継
続
し
て
、
小
中
学
校
パ
ソ
コ

ン
等
の
機
器
を
導
入
す
る
も
の
で

す
。

質
疑　
予
算
を
作
成
す
る
た
め
に
、

参
考
見
積
り
の
依
頼
を
行
っ
た
業
者

が
３
業
者
で
あ
る
が
、
応
札
を
行
っ

た
業
者
は
今
年
度
２
業
者
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
２
業
者
は
３
年
間
参
考

見
積
り
を
提
出
し
て
い
る
業
者
で
も

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
が
３
年
間

も
続
い
て
い
る
。
参
考
見
積
り
依
頼

が
来
な
か
っ
た
業
者
は
、
参
考
見
積

り
を
徴
取
し
た
業
者
を
知
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
、
応
札
し
に
く
い
と

判
断
し
て
辞
退
し
て
い
る
の
で
は
な

い
の
か
。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
不
思

議
と
は
思
わ
な
い
の
か
。

答
弁　
入
札
の
結
果
で
あ
り
、
不
思

議
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
入
札
執
行

通
知
書
を
送
付
す
る
場
合
に
は
、
仕

様
書
、
数
量
計
算
書
等
を
同
じ
条
件

で
送
付
し
て
お
り
、
公
平
性
は
保
た

れ
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。

質
疑　
入
札
は
適
正
に
実
施
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
一
般
的
に
見

て
３
年
間
と
も
同
じ
業
者
に
参
考
見

積
り
を
依
頼
し
、
そ
の
同
一
業
者
が

落
札
し
て
い
る
の
は
ど
う
見
て
も
お

か
し
い
の
で
は
な
い
の
か
と
言
う
の

が
委
員
共
通
の
考
え
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
今
後
の
入
札
を
ど
の
よ
う
に

変
え
て
行
く
の
か
が
先
決
で
あ
る
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答
弁　
参
考
見
積
り
の
徴
取
に
つ
い

て
は
、
市
の
予
算
編
成
方
針
に
従
っ

て
徴
取
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

中
身
に
つ
い
て
は
精
査
す
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
精
査
し
な
い
場
合
に

は
公
正
な
競
争
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と

に
も
繋
が
る
た
め
、
検
証
す
べ
き
と

こ
ろ
は
再
度
検
証
し
て
、
市
民
に
も

理
解
さ
れ
る
公
正
な
入
札
が
執
行
で

き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

反
対
討
論　
動
産
の
買
入
れ
の
予
算

計
上
時
に
徴
取
さ
れ
た
参
考
見
積
り

が
、
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

参
考
見
積
り
を
提
出
し
た
業
者
が
入

札
に
指
名
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
同
一

業
者
が
落
札
し
て
い
る
こ
と
に
不
信

感
が
あ
る
。
こ
の
た
め
に
反
対
す

る
。

賛
成
討
論　
動
産
の
買
入
れ
に
つ
い

て
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
間
違
い

は
無
い
も
の
と
思
う
が
、
議
員
や
市

民
の
不
信
や
疑
念
を
招
く
よ
う
な
入

札
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
付
帯
決
議

を
付
し
て
可
決
す
べ
き
で
あ
る
。

　
委
員
会
と
し
て
は
、
全
会
一
致
で

付
帯
決
議
を
付
し
て
、
可
決
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

付
帯
決
議　

入
札
執
行
に
つ
い
て

は
、
本
来
の
入
札
の
目
的
・
趣
旨
に

沿
っ
た
透
明
性
・
公
平
性
・
競
争
性

が
発
揮
出
来
る
よ
う
に
十
分
検
討

し
、
議
会
や
市
民
に
不
信
感
や
疑
念

を
持
た
せ
な
い
よ
う
対
処
す
る
こ

と
。

現
地
調
査
を
実
施

動
産
の
買
入
れ

付　　託　　案　　件 審議結果

専決処分した事件の承認（平成27年度一般会計補正予算（第６号））　
ほか3件 承　　認

平成28年度一般会計補正予算（第２号）案 原案可決

動産の買入れ　ほか4件 原案可決

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

承
認
４
件
、
原
案
可
決
６

件
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

現地調査　千々石第二小学校
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産
業
建
設

付　　託　　案　　件 審議結果

専決処分した事件の承認
（平成27年度一般会計補正予算（第６号））　ほか3件 承　認

平成28年度一般会計補正予算（第２号）案　ほか4件 原案可決

雲仙市公共下水道条例の一部を改正する条例 原案可決

市道路線の廃止　ほか１件 原案可決

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

承
認
４
件
、
原
案
可
決
８

件
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

質
疑　
農
地
流
動
化
奨
励
事
業
補
助

金
返
還
金
の
主
な
理
由
は
何
か
。

答
弁　
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の
移

行
に
伴
う
中
途
解
約
に
よ
る
も
の
が

約
７
割
を
占
め
、
主
な
返
還
理
由
と

な
っ
て
い
る
。

意
見　
市
道
吾
妻
高
辻
線
改
良
事
業

に
お
い
て
、
市
役
所
前
国
道
交
差
点

は
複
雑
で
渋
滞
す
る
た
め
、
早
期
の

完
成
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
、
吾
妻
寺
ノ
前
線
改
良
事
業
は
、

三
貴
工
業
内
の
代
替
道
路
工
事
と
し

て
以
前
か
ら
地
域
の
方
が
望
ん
で
い

る
事
業
で
あ
る
。
用
地
交
渉
を
強
化

し
、
早
期
の
工
事
着
手
に
移
行
で
き

る
よ
う
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

質
疑　
雲
仙
地
区
下
水
道
使
用
料
に

お
い
て
、
収
入
が
減
額
と
な
っ
た
理

由
は
何
か
。

答
弁　
大
口
事
業
所
の
滞
納
に
伴
っ

た
収
納
率
低
下
の
た
め
で
あ
る
。

意
見　

分
納
方
式
等
の
処
置
を
講

じ
、
滞
納
額
を
減
少
さ
せ
て
も
ら
い

た
い
。

質
疑　
農
業
集
落
排
水
使
用
料
に
お

い
て
、
収
入
が
増
額
し
た
理
由
は
何

か
。

答
弁　
接
続
件
数
実
績
が
見
込
み
を

上
回
っ
た
た
め
で
あ
る
。

意
見　
今
後
更
に
収
入
増
加
に
繋
が

る
よ
う
推
進
を
図
っ
て
も
ら
い
た

い
。

質
疑　
下
水
道
の
排
出
基
準
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
雲
仙
市
で
影
響
を
受

け
る
事
例
が
発
生
す
る
の
か
。

答
弁　
１
日
あ
た
り
5０
立
方
メ
ー
ト

ル
以
上
の
排
水
を
下
水
道
に
排
出
す

る
際
の
法
適
用
で
あ
る
た
め
、現
在
、

事
例
は
な
い
が
、
将
来
的
に
大
き
な

事
業
所
等
が
建
設
さ
れ
、
下
水
道
へ

接
続
し
た
際
は
、
事
例
が
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
る
。

質
疑　
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
構
築
事
業

に
お
い
て
、
地
域
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議

会
の
組
織
化
を
地
区
や
町
単
位
で
ま

と
め
る
な
ど
模
索
し
、
市
内
全
域
の

畜
産
農
家
が
平
等
に
補
助
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
取
り
組
め
な
い
の
か
。

答
弁　
い
ろ
い
ろ
な
畜
種
及
び
経
営

状
況
等
を
加
味
し
な
が
ら
内
部
的
に

協
議
を
行
っ
て
き
た
が
、
一
本
化
は

難
し
い
。

意
見　
各
地
域
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会

に
つ
い
て
は
、
組
織
等
に
よ
り
構
成

員
の
状
況
及
び
補
助
金
の
流
れ
を
明

確
に
し
、
説
明
責
任
が
果
た
せ
る
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

質
疑　
宿
泊
料
収
入
に
お
い
て
、
熊

本
地
震
に
伴
う
キ
ャ
ン
セ
ル
は
ど
れ

く
ら
い
あ
る
の
か
。

答
弁　
４
月
、
５
月
に
予
約
が
あ
っ

た
全
体
数
１
１
７
１
人
の
う
ち

２
９
８
人
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
あ
り
、

２5
・４
％
の
キ
ャ
ン
セ
ル
率
で
あ
る
。

　
今
回
の
議
案
に
関
連
す
る
３
箇
所

と
議
案
外
の
２
箇
所
の
現
地
調
査
を

実
施
し
た
。

　
特
に
平
成
２８
年
度
補
正
予
算
に
計

上
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
円
滑

な
事
業
の
遂
行
並
び
に
事
業
効
果
が

最
大
限
発
揮
さ
れ
る
よ
う
対
応
を
望

む
。

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
（
平

成
2７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
））

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
（
平

成
2７
年
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
））

雲
仙
市
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

平
成
2８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
案

平
成
2８
年
度
国
民
宿
舎
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
案

現
地
調
査
を
実
施

千々石町「千千石漁港」 南串山町「JA島原雲仙馬鈴薯選果場」
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浦
川
議
員 

　
指
定
管
理
者
は
募

集
要
領
・
仕
様
書
を
遵
守
す
べ
き

で
あ
る
が
、
千
々
石
直
売
所
看
板

の
改
装
及
び
名
称
が
変
更
に
な
っ

て
い
る
。
市
は
許
可
し
た
の
か
。

 

秋
山
産
業
部
長 　
看
板
は
正
式

な
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
い
な

い
。
直
売
所
の
名
称
は
市
が
許
可

し
た
。

 

浦
川
議
員 

　
指
定
管
理
者
は
公

の
施
設
の
管
理
運
営
を
行
う
が
、

公
有
地
内
の
個
人
施
設
も
、
指
定

管
理
者
の
管
理
す
る
施
設
に
該
当

す
る
の
か
。

 

秋
山
部
長 　
指
定
管
理
者
の
自

主
事
業
の
施
設
で
あ
り
、
管
理
す

る
施
設
と
理
解
し
て
い
る
。

 
浦
川
議
員 

　
地
方
自
治
法
で

は
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
て
あ

る
。
個
人
財
産
の
施
設
の
管
理
は

定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

 

浦
川
議
員 

　
行
政
財
産
の
使
用

許
可
の
事
務
処
理
の
手
順
は
。

 

大
山
総
務
部
長 　
地
方
自
治
法

に
よ
り
行
政
財
産
を
使
用
す
る
申

請
者
は
、
市
の
財
産
規
則
及
び
目

的
外
使
用
事
務
取
扱
要
領
に
基
づ

き
管
理
者
が
定
め
る
書
類
を
提
出

す
る
。
管
理
者
は
財
産
規
則
の
規

定
に
よ
り
、
関
係
書
類
を
添
え
て

財
産
管
理
課
長
の
合
議
を
経
て
、

市
長
の
決
裁
を
受
け
、
申
請
者
に

許
可
を
す
る
。

 

浦
川
議
員 

　
千
々
石
農
産
物
直

売
所
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則

を
根
拠
と
し
て
、
行
政
財
産
の
土

地
に
個
人
財
産
と
な
る
家
屋
が
建

設
で
き
る
の
か
。

 

酒
井
副
市
長 　
直
売
所
の
管
理

運
営
規
則
の
原
形
変
更
承
認
の
手

続
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

浦
川
議
員 

　
指
定
管
理
者
が
引

き
続
き
指
定
を
受
け
な
い
場
合
、

建
物
の
解
体
を
強
制
で
き
る
か
。

 

金
澤
市
長 　
規
則
に
基
づ
き
、適

正
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公有財産の適切な管理

一般質問は、質問者自身が議事録をもとに原稿を作成しています。

浦川　康二…P10
小畑　吉時…P11
中村　好治…P11

平野　利和…P12
林田　哲幸…P12
佐藤　義隆…P13

坂本　弘樹…P13
上田　　篤…P14
小田　孝明…P14

市政を問う 9名の議員が一般質問

指
定
管
理
者
と
は

浦
うらかわ

川　康
やすじ

二議員

行
政
財
産
の
適
正
な
使
用
は
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一般質問

熊本地震への市の対応

雲仙市の将来計画は

 

中
村
議
員 

　
市
で
は
今
年
度
、

第
2
次
総
合
計
画
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
効

果
的
な
手
法
で
施
策
を
実
行
し
、

進
め
る
の
か
。

 

金
澤
市
長 　
基
本
計
画
に
定
め

た
各
分
野
の
施
策
を
実
現
す
る
た

め
に
、
3
年
間
に
実
施
す
る
事
業

内
容
を
計
画
し
て
対
応
す
る
。

 

中
村
議
員 

　
自
然
と
共
存
の
ま

ち
づ
く
り
で
森
林
関
係
の
事
業
に

つ
い
て
は
。

 

秋
山
産
業
部
長 　
年
間
25

ha
の

森
林
整
備
を
行
う
が
、
木
材
市
場

に
出
荷
で
き
る
木
材
と
で
き
な
い

木
材
が
あ
り
、
現
地
を
確
認
し
て

指
定
し
て
い
る
。

 

中
村
議
員 
　
木
材
市
場
に
出
荷

で
き
な
い
木
材
は
ど
う
す
る
の
か
。

 

広
瀬
環
境
水
道
部
長 　
出
荷
で

き
な
い
木
材
に
つ
い
て
は
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
等
の
計
画
を
瑞
穂
温
泉

千
年
の
湯
を
対
象
に
検
討
し
て
い

る
。

 

中
村
議
員 

　
第
1
次
産
業
で
あ

る
農
業
の
雇
用
に
対
す
る
効
果
的

な
計
画
は
な
い
の
か
。

 

秋
山
部
長 　
労
力
の
確
保
に
つ

い
て
は
現
在
J
A
も
農
援
隊
の
事

業
を
や
っ
て
い
る
が
、
市
独
自
に

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
連
携

を
取
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

中
村
議
員 

　
今
年
度
、
財
政
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

思
う
が
、
総
合
計
画
と
の
効
果
的

推
進
は
考
え
て
い
る
の
か
。

 

大
山
総
務
部
長 　
可
能
な
限
り

事
業
内
容
を
精
査
し
反
映
さ
せ
た

い
。

 

小
畑
議
員 

　
熊
本
地
震
被
災
地

へ
の
救
援
物
資
搬
送
が
遅
れ
た
理

由
、
原
因
は
何
か
。

 

金
澤
市
長 　
本
市
に
お
い
て
は

早
急
に
災
害
警
戒
本
部
を
設
置

し
、
市
内
の
被
害
状
況
の
把
握
に

努
め
る
と
と
も
に
、
自
主
避
難
者

へ
の
対
応
な
ど
市
民
の
安
全
確
保

を
第
一
に
対
応
し
た
。
一
定
の
安

全
確
認
が
で
き
た
後
、
被
災
地
へ

飲
料
水・毛
布
の
提
供
を
決
定
し
、

発
送
し
た
。

 

山
本
市
民
生
活
部
長 　
今
後
、

市
内
の
防
災
体
制
と
あ
わ
せ
て
、

被
災
地
へ
の
救
援
体
制
を
強
化

し
、
迅
速
な
対
応
に
努
め
て
い
き

た
い
。

 

小
畑
議
員 

　
市
長
の
進
言
を
も

ら
う
前
に
自
分
の
考
え
で
動
く
部

長
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
今
回
、
被

災
地
に
一
番
近
い
港
を
持
ち
な
が

ら
、
対
応
が
遅
れ
た
の
が
非
常
に

残
念
で
な
ら
な
い
。

　
市
が
受
け
付
け
た
救
援
物
資
の

種
類
が
限
定
さ
れ
た
理
由
は
。

 

松
田
健
康
福
祉
部
長 　
被
災
自

治
体
か
ら
九
州
市
長
会
の
ほ
う
へ

要
望
さ
れ
た
内
容
や
東
日
本
大
震

災
時
の
募
集
内
容
を
参
考
に
7
品

目
、
必
要
最
小
限
と
い
う
形
で
選

定
し
た
。

 

小
畑
議
員 
　
避
難
場
所
と
な
っ

て
い
る
国
見
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
の
耐
震
化
は
行
わ
れ
て
い
る

か
。

 

山
本
部
長 　
新
し
い
建
築
基
準

法
に
基
づ
く
耐
震
化
は
行
わ
れ
て

い
な
い
。

 

小
畑
議
員 

　
熊
本
震
災
を
機
に

避
難
場
所
等
の
見
直
し
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

 

金
澤
市
長 　
改
め
て
研
究
を
し

て
い
き
た
い
。

被
災
地
へ
の
救
援
物
資
は

総
合
計
画
の
取
り
組
み

中
期
財
政
計
画
は

避
難
場
所
の
見
直
し

小
おばた

畑　吉
よしとき

時議員

中
なかむら

村　好
こうじ

治議員
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金澤市政のここが聞きたい

 

林
田
議
員 

　
4
月
14
日
か
ら
の

地
震
で
、
市
内
で
も
複
数
の
公
共

施
設
に
被
害
が
で
て
い
る
よ
う
だ

が
、
そ
の
被
害
状
況
は
。

 

金
澤
市
長 　
被
害
に
遭
っ
た
公

共
施
設
は
25
施
設
で
、
主
な
被
害

と
し
て
、
壁
の
ク
ラ
ッ
ク
や
石
垣

の
崩
落
等
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
国

見
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
天

井
の
一
部
落
下
等
に
よ
り
、
大
集

会
室
及
び
2
階
和
室
の
利
用
を
中

止
し
て
い
る
。

 

林
田
議
員 

　
今
後
人
口
減
少
に

伴
い
、
使
わ
れ
な
く
な
る
施
設
、

使
う
頻
度
が
減
っ
て
く
る
施
設
が

出
て
く
る
が
、
施
設
の
統
廃
合
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

 
金
澤
市
長 　
現
在
策
定
中
の
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
中

で
、
人
口
減
少
に
伴
う
利
用
頻
度

の
減
少
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
こ
の
成
果
を
基

本
に
次
年
度
以
降
に
策
定
す
る
各

施
設
の
個
別
計
画
に
お
い
て
、
類

似
施
設
と
の
調
整
を
図
り
、
市
民

の
意
見
を
聞
い
た
う
え
で
施
設
の

統
廃
合
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 

林
田
議
員 

　
国
・
県
の
予
算
で

行
わ
れ
る
九
州
観
光
支
援
旅
行
券

に
合
わ
せ
て
市
と
し
て
特
別
な
も

の
が
用
意
で
き
な
い
か
。

 

秋
山
産
業
部
長 　
市
と
し
て
の

特
別
な
対
応
等
は
準
備
し
て
い
な

い
が
、
県
が
造
成
支
援
を
行
う
割

引
付
き
旅
行
券
、
旅
行
商
品
、
こ

れ
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
と
も

に
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
各
種

活
動
も
、
地
元
の
観
光
協
会
と
タ

イ
ア
ッ
プ
を
し
、
ま
た
島
原
半
島

3
市
一
体
と
な
っ
て
積
極
的
な
情

報
発
信
を
行
い
、
誘
客
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

 

伊
東
観
光
物
産
課
長 　
観
光
振

興
補
助
金
を
使
っ
た
P
R
や
イ
ベ

ン
ト
経
費
に
対
す
る
支
援
等
を

し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
き
た
い
。

公共施設の統廃合は

 

平
野
議
員 

　
私
も
地
震
直
後
の

18
日
現
地
に
行
き
地
元
の
現
状
を

調
査
し
て
来
た
。
そ
こ
で
支
援
の

手
が
行
き
届
い
て
い
な
い
現
状
を

聞
き
、
雲
仙
市
も
そ
の
よ
う
な
事

が
な
い
よ
う
に
対
策
を
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

指
定
避
難
所
と
自
分
で
避
難
を
し

て
い
る
人
と
の
差
。
支
援
物
資
が

貰
え
る
人
と
貰
え
な
い
人
と
の

差
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
ら

な
い
よ
う
に
対
策
を
し
て
お
く
べ

き
だ
。

 

金
澤
市
長 　
地
震
や
台
風
な
ど

の
災
害
に
は
市
民
の
安
全
を
確
保

す
る
為
、
現
雲
仙
市
防
災
計
画
の

見
直
し
や
、
物
流
在
庫
管
理
な
ど

の
専
門
的
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
民

間
事
業
所
と
連
携
を
し
、
被
災
時

に
適
切
か
つ
迅
速
な
対
応
が
必
要

だ
。

 

平
野
議
員 

　
地
元
神
代
地
区
の

避
難
所
は
、
低
い
と
こ
ろ
が
指
定

避
難
所
に
な
っ
て
い
る
。「
な
ぜ

低
い
と
こ
ろ
へ
避
難
し
な
い
と
い

け
な
い
の
か
」
と
苦
情
を
聞
く
の

で
、
検
討
を
求
め
る
。

 

平
野
議
員 

　
投
票
率
を
向
上
さ

せ
な
い
と
い
け
な
い
の
に
、
雲
仙

市
は
投
票
所
が
削
ら
れ
て
投
票
が

し
に
く
く
な
っ
た
。
他
の
自
治
体

は
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
投
票
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と

市
民
の
こ
と
を
考
え
て
投
票
し
や

す
く
す
べ
き
だ
。

 

進
藤
選
挙
管
理
委
員
長 　
投
票

率
向
上
に
向
け
て
他
市
の
状
況
を

参
考
に
、
適
切
な
投
票
所
設
置
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
す
る
。

雲仙市の防災対策は

公
共
施
設
の
在
り
方
は

震
災
後
の
観
光
業
へ
の
支
援

策
は

熊
本
地
震
の
教
訓
は

選
挙
の
投
票
率
向
上
を

平
ひらの

野　利
としかず

和議員

林
はやしだ

田　哲
てつゆき

幸議員
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一般質問

 

坂
本
議
員 

　
市
内
に
多
く
の
農

業
用
た
め
池
が
あ
る
。
そ
の
耐
震

は
。

 

金
澤
市
長 　
別
所
ダ
ム
を
含
め

52
ヶ
所
の
農
業
用
た
め
池
が
あ

る
。
震
度
4
以
上
で
6
ヶ
所
、
震

度
5
弱
で
さ
ら
に
13
ヶ
所
の
合
計

19
ヶ
所
が
地
震
発
生
直
後
に
緊
急

点
検
を
実
施
す
る
。
今
回
の
熊
本

地
震
直
後
、
緊
急
点
検
を
、
夜
が

明
け
た
時
点
で
詳
細
点
検
を
実
施

し
被
害
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

 

秋
山
産
業
部
長 　
農
業
用
た
め

池
の
う
ち
、
下
流
域
の
人
家
等
へ

の
影
響
が
あ
る
も
の
で
、
堤
防
の

高
さ
が
10

m
以
上
ま
た
は
貯
水
量

10
万
㎥
以
上
の
た
め
池
16
ヶ
所
を

警
戒
た
め
池
に
位
置
づ
け
、
緊
急

時
の
連
絡
体
制
の
整
備
や
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
地
域
住
民
に
配
布
し

注
意
喚
起
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
後
の
整
備
は
、
東
日
本
大
震

災
後
、
一
斉
点
検
を
実
施
し
、
整

備
の
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た
9
ヶ

所
に
つ
い
て
、
県
に
よ
り
基
本
計

画
・
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
、
今

後
、
予
算
措
置
及
び
対
策
工
事
が

行
わ
れ
る
予
定
。
早
期
完
成
に
向

け
て
要
望
活
動
を
行
う
。

 

坂
本
議
員 

　
雲
仙
市
以
外
に
住

所
を
有
す
る
職
員
の
皆
様
に
、
で

き
る
限
り
の
雲
仙
市
に
対
す
る
ふ

る
さ
と
納
税
を
お
願
い
し
た
い
。

農業用ため池の耐震は

職員統一の作業服は

 

佐
藤
議
員 

　
職
員
の
作
業
服
作

成
の
件
に
つ
い
て
は
、
今
回
で
4

回
目
の
質
問
に
な
る
。
今
後
の
取

り
組
み
は
。

 

金
澤
市
長 　
こ
れ
ま
で
の
質
問

を
受
け
て
、
職
員
の
作
業
服
を
統

一
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査

の
結
果
、
作
業
服
の
購
入
を
希
望

す
る
者
が
少
数
で
あ
っ
た
為
、
作

成
を
見
送
っ
て
い
る
が
、
再
度
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を
含
め
て
、

内
容
を
研
究
し
た
い
。

 

佐
藤
議
員 

　
作
業
服
を
持
た
な

い
職
員
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、

斡
旋
の
考
え
は
な
い
の
か
。

 

大
山
総
務
部
長 　
こ
れ
ま
で
に

も
防
災
及
び
災
害
発
生
時
の
迅
速

な
対
応
を
計
る
た
め
に
、
統
一
し

た
作
業
服
が
必
要
で
は
な
い
の
か

と
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
今
度
、

発
生
し
た
熊
本
地
震
等
の
災
害
状

況
も
若
干
加
味
し
、
全
職
員
に
防

災
服
を
貸
与
す
る
た
め
、
補
正
予

算
を
計
上
し
た
。

 

佐
藤
議
員 

　
市
に
な
っ
て
、
い

ま
だ
に
旧
町
の
ま
ま
の
名
称
と

な
っ
て
い
る
が
、改
修
の
考
え
は
。

 
山
本
教
育
次
長 　
議
員
が
指
摘

の
と
お
り
市
内
27
小
中
学
校
の
う

ち
、
4
校
の
体
育
館
ど
ん
帳
が
旧

町
立
学
校
の
名
称
表
示
の
ま
ま
と

な
っ
て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
し

て
も
改
修
の
必
要
性
は
充
分
に
認

識
し
て
お
り
、
今
後
、
予
算
化
を

図
り
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

他
の
質
問

・

愛
野
運
動
公
園
遊
具
広
場
の
拡

充
は

・

防
災
計
画
は

・

業
務
継
続
計
画
（
B
C
P
）
は

作
業
服
の
作
成
は

農
業
用
た
め
池
の
耐
震
は

市
外
在
住
職
員
か
ら
の
ふ
る

さ
と
納
税
を

学
校
体
育
館
の
ど
ん
帳
の
名

称
変
更
は

佐
さとう

藤　義
よしたか

隆議員

坂
さかもと

本　弘
ひろき

樹議員大久保ため池
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金澤市政のここが聞きたい

 

小
田
議
員 

　
地
震
翌
日
、
学
校

に
登
校
し
た
児
童
生
徒
へ
の
対
応

は
。

 

山
本
教
育
次
長 　
前
震
翌
日
の

4
月
15
日
午
前
9
時
ま
で
に
市
内

27
校
の
全
児
童
生
徒
を
確
認
し

た
。
16
日
未
明
の
本
震
の
当
日
は

週
休
日
で
あ
り
、
校
長
会
を
通
じ

全
学
校
の
状
況
を
把
握
し
た
。

　
地
震
の
揺
れ
の
恐
怖
感
や
睡
眠

不
足
な
ど
か
ら
4
名
が
15
日
～
18

日
の
間
、登
校
で
き
な
か
っ
た
が
、

現
在
、
保
護
者
や
教
職
員
の
ケ
ア

で
登
校
で
き
て
い
る
。

 

小
田
議
員 

　
5
年
前
の
3
月
11

日
午
後
2
時
46
分
東
日
本
大
地
震

が
発
生
し
た
。
岩
手
県
釜
石
市
内

の
児
童
生
徒
が
恐
怖
感
の
な
か
、

1
名
の
死
者
も
な
く
避
難
で
き
た

と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
す
ば
ら
し

い
事
で
あ
る
。

　
今
度
の
熊
本
地
震
を
体
験
し
た

児
童
生
徒
に
ど
う
生
か
す
の
か
。

 

山
野
教
育
長 　
地
震
に
対
す
る

避
難
訓
練
を
一
週
間
以
内
に
実
施

す
る
よ
う
指
示
し
た
。
確
実
な
避

難
訓
練
を
適
切
に
行
う
こ
と
。
学

校
全
体
で
防
災
意
識
を
高
め
て
い

く
こ
と
。
こ
の
2
点
を
重
点
に
防

災
教
育
を
充
実
し
た
い
。

 

小
田
議
員 

　
東
日
本
大
震
災

後
、
市
町
村
に
お
い
て
は
仮
設
住

宅
の
建
設
予
定
地
を
確
保
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

 

山
本
市
民
生
活
部
長 　
災
害
対

策
基
本
法
の
改
正
で
確
保
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
用
地
の
選
定

は
し
て
い
な
い
。
今
後
、
用
地
の

確
保
に
努
め
た
い
。

熊本地震を教訓に

 

上
田
議
員 

　
瑞
穂
町
に
あ
る
夏

峰
土
石
埋
立
処
分
場
の
土
砂
の
流

失
問
題
は
把
握
し
て
い
る
か
。

 

岸
川
地
域
振
興
部
長 　
総
合
支

所
が
立
ち
会
い
等
も
行
っ
て
い
る
。

 

上
田
議
員 

　
関
係
者
は
約
10

人
、
関
係
す
る
面
積
は
3
～
4
ha

だ
。
3
年
ほ
ど
前
か
ら
大
雨
が
降

る
と
土
砂
が
田
に
流
れ
込
み
、
稲

の
収
穫
が
減
少
し
、
食
味
も
悪
く

な
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
。

 

小
島
瑞
穂
総
合
支
所
長 　
小
さ

い
事
故
は
前
も
あ
っ
た
が
、
今
回

の
（
流
失
）
は
大
き
な
も
の
だ
。

 

上
田
議
員 

　
こ
の
処
分
場
の
検

査
、
指
導
、
定
期
的
な
視
察
な
ど

は
し
て
い
た
の
か
。

 

広
瀬
環
境
水
道
部
長 　
平
成
10

年
ご
ろ
か
ら
埋
め
立
て
が
始
ま
っ

た
が
、
定
期
的
な
確
認
は
し
て
い

な
か
っ
た
。

 

上
田
議
員 

　
協
定
書
に
は
、
第

8
条
2
項
「
乙
（
業
者
）
は
、
雨

水
・
汚
水
・
下
水
等
の
処
理
に
つ

い
て
は
、
自
己
の
費
用
負
担
に
お

い
て
、
排
水
路
・
汚
水
管
・
浄
化

槽
等
必
要
な
施
設
を
設
け
る
な
ど

し
て
、
周
辺
の
環
境
衛
生
に
悪
影

響
が
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
万

全
を
期
す
る
も
の
と
す
る
」。
第

9
条
2
項
「
乙
は
、
防
災
及
び
濁

水
防
止
に
係
る
工
事
を
他
の
全
て

の
工
事
に
先
立
っ
て
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」。
と
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
し
っ
か
り
守
ら
せ
る

べ
き
だ
。

土砂の流失で田に被害
市
が
責
任
を
持
ち
対
策
を

熊
本
地
震
を
防
災
に
生
か
す

上
うえだ

田　　篤
あつし

議員

小
お だ

田　孝
こうめい

明議員

熊本地震による家屋の被害状況

夏峰土石埋立処分場の遠景
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全国市議会議長会表彰
　平成28年5月31日に東京で開催された全国
市議会議長会第92回定期総会において、長
年にわたり地方自治の発展と振興に貢献した
功績により6名が表彰を受け、定例会の開会
日に議場において、表彰状の伝達が行われま
した。

○町田　誠 副議長（議員15年以上）
○井上　武久 議員（議員15年以上）
○小田　孝明 議員（議員10年以上）
○元村　康一 議員（議員10年以上）
○深堀　善彰 議員（議員10年以上）
○酒井　恭二 議員（議員10年以上）

※勤続年数については、町議会議員の年数を
2分の1加算しています。

（写真左より）

研 修 報 告

　5月19 ～ 20日、㈱ぎじろくセンター（山口
県宇部市）、福岡県古賀市議会へ行政調査で訪
問しました。
○㈱ぎじろくセンター
　会議録調整業務委託会社の概要及び事業内容
の行政調査を行いました。反訳作業等の実演を
目の当たりにし、議場等では明確な発言が大切
であると痛感しました。
○福岡県古賀市議会
　議会だよりの編集、発行に関する行政調査を
行いました。市民にわかりやすい広報誌を目指
し、日々スキルアップに精進されており、活発
な意見交換会を行うことができました。

　5月17 ～ 19日、定例会等の議会運営につい
て、熊本県人吉市議会と大分県臼杵市議会を行
政調査で訪問しました。

　両市議会ともに各常任委員会で所管の関係団
体との意見交換会を実施されており、本市議会
においても大変参考になる調査となりました。
　また、本調査に併せて、日田市にある木質バ
イオマス発電の施設の研修も行いました。本施
設は地元の間伐材や商品価値の少ない木材を燃
料として発電している施設であり、地域に適し
た発電方法であると感じました。

議会広報編集特別委員会行政調査 議会運営委員会行政調査

深
堀 

議
員

小
田 

議
員

町
田 

副
議
長

井
上 

議
員

元
村 

議
員

酒
井 

議
員
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議会のうごき

5月20日（金）
平成28年度 雲仙市商工会通常総代会
　平成28年度雲仙市商工会の通常総代会が国見
町の料亭藤本で開催され、大久保議長が出席しまし
た。総代会では、全ての議案が原案可決されました。
　また、総代会終了後には、里見長崎県副知事に
よる講演も開催され、総代の皆様は真剣に拝聴さ
れていました。今後とも、雲仙市商工会会員皆様の
益々のご活躍をご祈念致します。

4月29日（金）
被災地の復興を願い見舞金を届けました
　雲仙市議会では、熊本地震の被災者支援のた
め、議員一同で30万円の見舞金を送ることを
決定し、代表して大久保議長が澤田熊本市議会
議長へ届けました。
　大久保議長が被災者へのお見舞い、亡くなら
れた方への弔意を述べると、澤田議長は感謝の
言葉を述べられ、現状等について語られました。
　その後、熊本県内の被災地の状況を視察しま
した。

6月30日（木）
平成28年度 雲仙市老人クラブスポーツ交流大会
　平成28年度雲仙市高齢者スポーツ大会が雲仙
市吾妻体育館で開催され、大久保議長、平野文教
厚生常任委員会副委員長が出席しました。
　高齢者の皆さんが「玉運び」や「的入れ」、「輪くぐ
り」など9種目で競い合い、元気よく大会を楽しま
れました。
　参加された皆様の今後益々のご健康とご長寿
をお祈り申し上げます。

5月10日（火）
石川県加賀市議会行政調査受入
　「教育民生委員会」の皆様が雲仙市子どものい
じめの防止条例について、行政調査のために来庁
され、深堀総務常任委員長が対応しました。
　加賀市において、条例制定を検討課題とされて
いるとのことで、制定までの経緯と概要について活
発な意見交換がなされました。
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千々石農産物直売所に関する
調査特別委員会の設置

議会活性化特別委員会の設置

・名　　称　　千々石農産物直売所に関する調査特別委員会

・設置目的
　　 　雲仙市が千々石農産物直売所を市内の法人に指定管理を行っているが、市の許可を受

けた法人が、自主事業として施設内に建物を建設し事業を行っている。
　　 　これまで、産業建設常任委員会協議会や全員協議会を開催し、市の許可の経緯等を検

証してきたが、理事者側からは納得できる説明はあっておらず、所管である産業建設常
任委員会だけでの解決も困難であるため、本施設の指定管理等に関する調査を行う特別
委員会を設置する。

・委員定数　　20人（議長を除く全議員）
　　　　　　　委員長：町田　誠議員　　副委員長：酒井恭二議員

・期　　間　　平成28年6月20日から調査終了まで

　平成28年7月1日の本会議において、議会活性化
特別委員会が設置され、左記の9名が委員に選任さ
れました。
　今後、議員定数をはじめ、議会活性化に関する
さまざまな事項について、調査・研究を行います。

【議会活性化特別委員会】

委 員 長　　松尾　文昭

副委員長　　小田　孝明

委　　員　　浦川　康二

委　　員　　平野　利和

委　　員　　酒井　恭二

委　　員　　坂本　弘樹

委　　員　　林田　哲幸

委　　員　　佐藤　義隆

委　　員　　中村　好治
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問1　「議会だより」 を読まれての感想や、お気
　　づきの点などあればお書きください。

問2　議会への意見や質問などお寄せください。

ご協力ありがとうございました。

政務活動費収支報告集計結果平成27年度

◆ 政務活動費とは？
　議員の政務活動に必要な経費の一部として、会派または議員に対して交付されるものです。
　雲仙市では、一人当たり月額15,000円〔年額180,000円（半期90,000円）〕が交付されます。
　支出については、領収書等が必要となります。

○ 補助金交付額 ： 15,000円×12月×19名＝3,420,000円
	 ※2名は申請なし

内訳 金額
補助金交付額 3,420,000円
補助金返還額 253,053円
補助金実績額 3,166,947円

科　目 金　額 主な支出項目

調査研究費 969,708 政務活動時旅費、行政調査時旅費、携帯電話代、
固定電話代、インターネット利用料

研修費 170,980 政務活動時旅費、研修会参加経費
広報費 145,020 報告会時経費、活動報告書印刷・新聞折込料
広聴費 0

要請・陳情活動費 620,904 要望活動時旅費等
会議費 127,800 政務活動時旅費、会議参加時経費
資料作成費 145,613 消耗品費、名刺代
資料購入費 1,295,148 新聞購読料、書籍購入費
人件費 0
事務所費 21,864 FAXインク代
合　計 3,497,037 …②

【返還額内訳】返還者5名
■5万円未満 3名 計 65,946円
■5万円以上 2名 計187,107円…①

○ 収支報告集計結果

【注意】
　補助実績額①（3,166,947円）と収支報告集計結果
の合計額②（3,497,037円）が同額とならないのは、
議員1人当りの補助金上限額が18万円となるためです。
　よって、収支報告集計結果の合計額②の方が大き
くなります。

※領収書等の閲覧は、情報公開請求書を提出することに
より、閲覧できます。
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問1　「議会だより」 を読まれての感想や、お気
　　づきの点などあればお書きください。

問2　議会への意見や質問などお寄せください。

ご協力ありがとうございました。

　雲仙市議会では、市民の皆様から広
くご意見を伺うため、議会だよりに返
信用ハガキを掲載しています。
　議会だよりを読まれての感想や議会
に対するご意見等をご記入の上、ご送
付ください。（お手数ですが、52円切
手をお貼りください）
　いただいたご意見等は、議会だより
に掲載する場合がありますので、ご了
承ください。

議会へのご意見・ご感想を
お寄せください！

� （吾妻町 岩永 好博さん）
●委員会で誰が反対・賛成したのかわからない。
　議員の名前をはっきり書くべし。
 回答   現在、議案ごとに反対討論があった場合、本会議で

採決をとり賛否一覧表にて反対、賛成の議員が分か
るよう掲載しております。  
委員会での反対・賛成議員の名前表示は考えており
ません。

●医療・介護の詳細な議論もお願いします。
 回答   議会の立場からご期待に応えられるよう努力します。

 （小浜町　川村　公良さん）
●�今、まさに教室にも行けない子が市内にもいます。少
しでも早く復帰できるよう議員さんたちにも協力をお
願いします。

 回答   議会の立場からご期待に応えられるよう努力します。

 （小浜町　宮田　隆さん）
●�議会放映の高画質が3市で最高です。議員さんの勉強ぶ
りが意欲十分に見えます。もっと易しい表現に御留意
ください。

 回答   これまでも分かりやすい表現を心がけてはいます
が、更に努力してまいります。

●議会活動、各議員報告を。
 回答   現在、手段の違いや差異はありますが、議員ごとに

市民へ活動報告を実施しております。  
今後、市議会として、どのような形で市民との意見
交換ができるのか検討してまいります。

●�各質問時間の10～ 15分の休憩は、何の意味があるの
ですか。

 回答   質問が多岐に渡るので、答弁する側の課長等が代
わってくるため、休憩をいれています。

市 民

の 声
（内容は一部抜粋を掲載しています。）
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雲仙市役所　議会事務局
「議会広報編集特別委員会」　行

……………………………………………………………

お手数ですが
52円切手を
お貼り下さい

８ ５ ９ １ １ ０ ７
編 集 後 記

この印刷物は、環境に配慮し再生紙と揮発性有機化合物を一切含まない
NON-VOCベジタブルインキで印刷されています。

平
成
28
年
8
月
1
日
発
行
／
第
48
号　

発
行
●
雲
仙
市
議
会

〒
8
5
9-

1
1
0
7

長
崎
県
雲
仙
市
吾
妻
町
牛
口
名
7
1
4

☎
0
9
5
7‐3
8‐3
1
1
1

F
A
X
0
9
5
7‐3
8‐2
2
5
2

H
P
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.unzen.nagasaki.jp/

E
メ
ー
ルinfo-unzen@

city.unzen.lg.jp

編
集
●
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

号48
議会を傍聴してみませんか？

　熊本地震後、初の議会であり一般
質問者9名の全員が地震対策・防災
対策の質問でありました。
　会期中の6月20日には大雨による
避難勧告が発令され、人的被害はな
かったものの、土砂災害、通行止め
等市民生活に支障をきたしました。
　梅雨が明け、今年の夏は例年より
暑くなる予報です。体調管理に十分
注意して夏を乗り切ってまいりま
しょう。
� （坂本　弘樹）

議会広報編集特別委員会
委 員 長　佐藤義隆
副委員長　上田　篤
委　　員　坂本弘樹、林田哲幸
　　　　　中村好治、渡辺勝美

平成28年第3回雲仙市議会定例会の会期日程（案）は
9月1日（木）～ 9月30日（金）です

■一般質問　　　9月 5日（月）～ 8日（木）
■議案質疑　　　9月12日（月）
■委 員 会
　　産業建設常任委員会　　9月13日（火）・14日（水）・15日（木）
　　文教厚生常任委員会　　9月15日（木）・16日（金）・20日（火）
　　総務常任委員会　　　　9月20日（火）・21日（水）・23日（金）

※一般質問の日程は、質問者数などにより変わることもあります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、議場へ足をお運びください。
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